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今後の方向性
普及資料を活用して、世代別の健康課題に応じた「健康に配慮したメニュー」と、信州ＡＣＥプロ
ジェクト「Ｅａｔ（健康に食べる）」の普及啓発を行っていく。

合　　　　　　計 1,245,477

事
業
実
績
･
成
果

事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

〇世代別メニューの普及料理講習会の開催
　  18講座　参加者463人

○世代別メニューの開発及びリーフレット印刷
　・「子育て世代～幼児編～」「子育て世代～
　　小・中学生編～」のメニュー開発及びメニュ
　　ー集を各2,500部ずつ印刷

〇普及料理講習会では、若い世代から
シニアまで健康に配慮したメニューの
普及ができた。
　参加者の98％が「食生活に気をつけ
ようと思った」と回答
〇幼児～高齢者まで全てのライフス
テージの健康課題に対応して、「Ｅａｔ
（健康に食べる）」を中心とした健康づく
り推進のための資料が作成できた。

４分野普及料理講習会の開催、
２分野メニュー等のリーフレット作
成

645,477 開催委託費、印刷費

世代別健康に配慮したメニューの開発 2分野メニューの開発 600,000 開発委託費

成果目標
（成果指標）

〇「高校・大学生向け」「高齢者向け」「行事食向け」「働きざかり世代向け」分野の料理講習会
の開催等による普及啓発を図る。
〇「幼児」「小中学生(子育て世代）」分野向けメニューの開発、リーフレットを作成する。
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世代別健康に配慮したメニュー普及

事
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等

目 的
（目指す姿）

　信州ＡＣＥプロジェクト「健康に食べる」の一環として、地域の食材を活用しながら、ライフス
テージの健康等の課題に応じた具体的な健康に配慮した料理（メニュー）の開発・普及により、
食を通じた健康づくり・地域の活性化を図る。

現 状 と
課 題

　上小地域では、脳血管疾患による死亡率が高く、「メタボリックシンドローム該当者」や「ヘモグ
ロビンA１ｃが基準値以上の者」の割合が県下でも高い状況にある。その要因として考えられる
脂質や食塩の過剰摂取を改善するための食生活の実践を進める必要がある。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

１　世代別健康に配慮したメニューの開発・普及事業
　世代別健康に配慮した料理（メニュー）の検討、選定及びレシピの作成と実践のための情報を
まとめ、脂質・食塩摂取量の抑制と野菜摂取量の増加の実践を促す媒体を作成する。また、作
成した媒体を活用し、料理講習会等を行うなど、信州ＡＣＥプロジェクト「健康に食べる」の普及
啓発を行い、上小地域の健康課題の解決の推進を図る。

事業期間 令和元（2019）年５月 令和２（2020）年３月

実 施 機 関 上田保健福祉事務所 担
当
課

健康づくり支援課

事 業 名 世代別健康に配慮したメニュー開発・普及
0268ー25－7154

uedaho-kenko@pref.nagnano.lg.jp
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